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１．決算サマリー

経営環境

連結業績

財務状況

➢訪日外客は継続的な増加でインバウント効果継続
➢主⼒販売先の⼩売業店舗数は増加、国内の包装資材需要は堅調

➢宅配・紙器の需要取り込みで売上⾼は増収
➢原材料費・物流費の⾼騰に加えて⽣産機械の整備・保守時間の

増加により紙製品利益率が低下

売上高 134.3億円（前年同期⽐＋3.0億円）
営業利益 2.9億円（前年同期⽐△0.3億円）

フリーＣ・Ｆ4.1億円（前年同期⽐＋3.4億円）

➢政策保有株式縮減で流動⽐率上昇
➢借⼊⾦削減と⾃⼰資本増加で⾃⼰資本⽐率上昇
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１．決算サマリー
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連結業績ハイライト
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２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

ポイント2026年３⽉期
２Ｑ実績 増減

2025年３⽉期
２Ｑ実績

宅配・紙器包材需要の取り込みで
紙製品事業好調30913,43113,122売上高
増益達成も、原材料の⾼⽌まり、
在庫適正化実施により利益率低下422,6222,579売上総利益

792,3252,246販売管理費
人件費・外注コストの増加により
営業利益は減益△36296333営業利益

△50339390経常利益
投資有価証券売却益 5453540特別利益
子会社清算損 19
（中国法人清算に伴うコストの計上）24251特別損失
政策保有株式の縮減推進に伴う
売却益を計上も中間利益は減益△11260271親会社株主に帰属する

中間純利益

売上総利益率
19.7 ％

販売管理費率
17.1 ％

在庫適正化による利益率低下に加えて投資コスト増加で減益

営業利益率
2.5 ％

経常利益率
3.0 ％

当期利益率
2.1 ％

売上総利益率
19.5 ％

販売管理費率
17.3 ％

営業利益率
2.2 ％

経常利益率
2.5 ％

当期利益率
1.9 ％

売上総利益率
△ 0.1 ％pt

販売管理費率
＋ 0.2 ％pt

営業利益率
△ 0.3 ％pt

経常利益率
△ 0.4 ％pt

当期利益率
△ 0.1 ％pt

売上高
＋ 2.4 ％

単位︓百万円



連結セグメント業績

5

2026年３⽉期
２Ｑ実績 増減

2025年３⽉期
２Ｑ実績

30913,43113,122売上高

1597,2337,073紙製品事業

△462,7492,795化成品事業

1953,4483,252その他事業

△36296333営業利益

△45486532紙製品事業

277144化成品事業

119987その他事業

△30△361△331調整額

紙製品事業の利益率低下を化成品事業・その他事業で補い切れず減益

△ 0.1 ％pt

△ 0.8 ％pt

＋ 0.9 ％pt

△ 0.3 ％pt

△ 0.8 ％pt

＋ 2.4 ％

構成⽐率
53.9 ％

構成⽐率
21.3 ％

セグメント利益率
7.5 ％

営業利益率
2.5 ％

構成⽐率
24.8 ％

セグメント利益率
1.6 ％

セグメント利益率
2.7 ％

構成⽐率
53.8 ％

構成⽐率
20.5 ％

構成⽐率
25.7 ％

営業利益率
2.2 ％

セグメント利益率
6.7 ％

セグメント利益率
2.6 ％

セグメント利益率
2.9 ％

＋ 1.0 ％pt

＋ 0.2 ％pt

２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

単位︓百万円

営業利益率
2.5 ％



2.3%
0.7%

△ 1.7%
△ 0.1% △ 0.4%

△ 2.9%
△ 0.5%

3.0% 2.5% 2.2%
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連結業績推移
２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

6,301 6,295 6,035 6,104
4,452 4,853 5,854 6,616 7,073 7,233

6,639 6,324 6,454 6,035

5,620 3,951 2,934
2,667 2,795 2,749

3,237 3,261 3,166 3,301

3,039
3,249 3,054

3,206
3,252 3,448

17/3期2Q 18/3期2Q 19/3期2Q 20/3期2Q 21/3期2Q 22/3期2Q 23/3期2Q 24/3期2Q 25/3期2Q 26/3期2Q

連結売上高は３期連続で増収
単位︓百万円

■︓紙製品売上高 ■︓化成品売上高 ■︓その他売上高 ︓営業利益率

16,178 15,881 15,655 15,441

13,112
12,054 11,843 12,490 13,122 13,431

３期連続増収



紙製品事業
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売上高は４期連続で増収達成、設備投資により利益向上を目指す

■売上高 ■セグメント利益 セグメント利益率

4,853
5,854

6,616 7,073 7,233

70

281

518 532 486

22/3期2Q 23/3期2Q 24/3期2Q 25/3期2Q 26/3期2Q

1.5%
4.8%

7.8% 7.5% 6.7%

概況
・紙器、テイクアウト包材が好調に推移
・ＥＣサイト向けの宅配包材の販売堅調
・原材料価格の高⽌まり、在庫適正化の実施、⽣産機械

メンテナンスによる稼働時間圧迫の影響でセグメント
利益は減益

・下期以降は技術伝承、指導員の配置といった育成推進と
⽣産機械への積極的な設備投資により⽣産効率化を図る

47.6% 48.8% 48.0% 46.8% 45.7%

28.2% 29.0% 29.2% 31.1% 31.0%
10.5% 9.5% 10.0% 10.6% 12.4%
13.7% 12.7% 12.8% 11.5% 10.9%

22/3期2Q 23/3期2Q 24/3期2Q 25/3期2Q 26/3期2Q

売上高構成⽐ ■手提袋 ■角底袋(宅配包材含む) ■紙器 ■その他

２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

当社製品例

単位︓百万円

▲手提袋
▼手提袋

▲紙器
▼宅配袋 ▼紙器

▲レターケース



化成品事業
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包装資材有料化も売上への影響は軽微、海外品の調達コスト低減により利益拡⼤

■売上高 ■セグメント利益 セグメント利益率

3,951
2,934 2,667 2,795 2,749

△147 △93
72 44 71

22/3期2Q 23/3期2Q 24/3期2Q 25/3期2Q 26/3期2Q

△ 3.7% △ 3.2%

2.7% 1.6% 2.6%
概況
・飲食店向けの販売が好調
・コンビニやスーパー向けのバイオ素材レジ袋の取扱数

増加
・包装資材の有料化等の影響からセグメント売上高は減収
・海外品調達先の多様化による調達コストの抑制・低減で

セグメント利益は増益

45.4% 49.0% 49.7% 47.9% 49.8%

21.0% 29.0% 34.7% 35.9% 36.4%
33.6% 22.0% 15.6% 16.2% 13.8%

22/3期2Q 23/3期2Q 24/3期2Q 25/3期2Q 26/3期2Q

売上高構成⽐ ■レジ袋 ■ポリ袋 ■その他

２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

当社製品例

単位︓百万円

▼ポリ袋

▼レジ袋 ▼軟包装

▼とってもエコなゴミ袋



その他事業
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ベンダー収支改善により増収増益

■売上高 ■セグメント利益 セグメント利益率

3,249 3,054 3,206 3,252 3,448

38 51 76 87 99

22/3期2Q 23/3期2Q 24/3期2Q 25/3期2Q 26/3期2Q

1.2% 1.7%
2.4% 2.7% 2.9%

概況
・ベンダー商品販売先の店舗数の増加により売上高増収
・ベンダー商品の価格⾒直し実施によりセグメント利益の

増益が継続

40.4% 37.6% 37.2% 37.0% 37.3%

9.6% 10.6% 10.4% 9.9% 9.7%
14.5% 14.3% 15.3% 15.4% 16.3%

35.5% 37.5% 37.1% 37.7% 36.7%

22/3期2Q 23/3期2Q 24/3期2Q 25/3期2Q 26/3期2Q

売上高構成⽐ ■事務・清掃用品 ■包装・梱包用品 ■販促ギフト ■その他

２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

スーパーバッグベンダーシステム

単位︓百万円

・ スーパーバッグ・ベンダー・システム（Ｓ・Ｖ・Ｓ ）はその他事業に
おける主たる事業

・ 当社製品をはじめ、店舗・バックヤードで使用する様々な 用度品及び
消耗品を⼀括で受注納品する物流システム

・ マンパワー、スペース、経費等の有効活用が実現できるほか、納品時の
トラック便を減らすことでＣＯ２排出量削減・省エネルギーに貢献



連結貸借対照表
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資本コスト施策の実⾏により⾃⼰資本⽐率上昇

主要な増減要因2026年３⽉期
構成⽐ ２Ｑ実績 増減

2025年３⽉期
構成⽐ 期末実績

37114,97214,600資産
現預⾦＋315、売掛⾦△90、
電子記録債権△84、棚卸資産＋17333210,50610,173流動資産
有形固定資産＋117、投資有価証券△50394,4664,427固定資産

20510,0769,870負債
設備電子記録債務＋137、未払⾦及び設備未払
⾦＋86、未払法人税等△781007,4577,356流動負債

借⼊⾦＋93、リース債務＋131052,6182,513固定負債

1664,8964,730純資産
親会社株主に帰属する中間純利益＋260、
有価証券評価差額＋54、配当⾦△1551654,8844,718⾃⼰資本

01211非支配株主持分

70.2 ％

政策保有株式の縮減、下請事業者への支払サイ
ト短縮、借⼊⾦削減0.3％pt32.6％32.3％⾃⼰資本⽐率

29.8 ％

74.0 ％

26.0 ％

69.7 ％

30.3 ％

74.5 ％

25.5 ％

２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

単位︓百万円



連結キャッシュ・フロー
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投資有価証券の売却収入でフリーキャッシュ・フロー増加

主要な増減要因2026年３⽉期
２Ｑ実績 増減

2025年３⽉期
２Ｑ実績

・期末が休日であったため売上債権の回収が
月ズレしたことによるキャッシュイン減少

・前期２Ｑに下請事業者の支払サイトを短縮
したことによるキャッシュアウト減少

・法人税等の支払増加による
キャッシュアウト増加

107385277営業活動によるＣＦ

・投資有価証券の売却収⼊による
キャッシュイン増加24131△210投資活動によるＣＦ

34941667フリーキャッシュ・フロ－

・借⼊⾦の削減によるキャッシュアウト増加
・増配に伴う配当⾦支払増加による

キャッシュアウト増加
△34△113△79財務活動によるＣＦ

△36845現⾦及び現⾦同等物の換算差額

27831233現⾦及び現⾦同等物の増減額

5253,0922,566現⾦及び現⾦同等物の期末残高

２．2026年３⽉期 第２四半期決算の概要

単位︓百万円
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2026年３⽉期 連結業績予想
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３．2026年３⽉期 業績予想

営業⼒強化によるエリア展開・新規開拓で通期では営業利益・経常利益の増益⾒込む

2026年３⽉期
（2025年５⽉14日公表値）

利益率 予想 増減

2025年３⽉期
利益率 実績

1,72029,30027,579売上高

2081,110901営業利益

1571,1801,022経常利益

△76900976親会社株主に帰属する
当期純利益

単位︓百万円

営業利益率
3.3 ％

経常利益率
3.7 ％

当期利益率
3.5 ％

営業利益率
3.8 ％

経常利益率
4.0 ％

当期利益率
3.1 ％

営業利益率
＋ 0.5 ％pt

経常利益率
＋ 0.3 ％pt

当期利益率
△ 0.5 ％pt
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ご注意事項

本資料は、情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券
の売買を勧誘するものではありません。

本資料に記載された事項の全部または⼀部は、予告なく修正・変更されるこ
とがあります。

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれておりますが、これらの記述
は将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化等により実際の数値と
異なる可能性があります。


